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 しかも、安全と言いながら、市民や住民に対する安全対策については説

明はありませんでした。また、太陽光発電の受け入れを拒否していながら、

原発でしか電気がまかなえないかのような話でした。自然エネルギーや再

生可能エネルギーへの転嫁の努力も説明されませんでした。 

 

②②②②伊方発電所伊方発電所伊方発電所伊方発電所３３３３号機号機号機号機のののの新規制基準新規制基準新規制基準新規制基準にににに基基基基づくづくづくづく適合審査結果適合審査結果適合審査結果適合審査結果につにつにつについいいいてててて    

原子力規制庁原子力規制庁原子力規制庁原子力規制庁    

  世界一の安全基準に適合したので動かす。 

 世界一と言いながら、何がどのように世界一なのか説明はありませんで

した。また、伊方３号機はプルサーマルの原発で、危険度が大きいと言わ

れていますが、安全なのか説明はありませんでした。 

 

③③③③伊方発電所伊方発電所伊方発電所伊方発電所のののの安全対策安全対策安全対策安全対策につにつにつについいいいてててて    四国電力株式会社四国電力株式会社四国電力株式会社四国電力株式会社 

 テロへの対応は、明らかにできない。電気代を下げるとは明言しません

でした。 

 

④④④④原子力防災原子力防災原子力防災原子力防災（（（（伊方地域伊方地域伊方地域伊方地域のののの緊急時対応緊急時対応緊急時対応緊急時対応））））につにつにつについいいいてててて    

内閣府政策統括官内閣府政策統括官内閣府政策統括官内閣府政策統括官（（（（原子力防災担当原子力防災担当原子力防災担当原子力防災担当））））愛媛県原子力安全対策課愛媛県原子力安全対策課愛媛県原子力安全対策課愛媛県原子力安全対策課    

 緊急事態になったら、伊方原発周辺のＰＡＺ圏域の住民は、直ちに松前

町に避難する。陸路が制限されたら、海路や空路で大分へ。３０キロ圏域

ＵＰＺ圏域の住民は、すぐに避難したら被曝のリスクが高まるので屋内待

避継続。その後、原子力災害対策本部が放射能をはかり、１週間以内に移

転。内閣府としても、逃げる計画をもつべきでない、作るべきでないと言

う話はできない。内閣府としては万一の事を考えているといいます。 

 原発立地地域は即避難しながら、被曝のリスクはないのでしょうか。原

発は危険と多くの国民が指摘しているのに、地元として再稼働をみとめて、

事故が起きたらいち早く逃げ、地元同意の意思表示ができない周辺地域の

市民は原発事故から１週間もおき去りになるなど大問題です。 

 

それぞれの説明のあと質問を受けるという事でした

が、一人１項目だけ、しかも時間はなく２～３人がやっ

とでした。これで説明をしたと公言するようではあまり

にもお粗末です。会場参加者からも、多くの不安の声が

だされました。伊方原発の再稼働はあり得ません。 

    

安保法制法案の廃案を求める愛媛緊急集会が開かれる 

 ８月２１日、午後６時半から、安保法制法案の廃案を求める愛媛緊急集会

が松山城山公園で開催されました。参加者は８００人でした。夜にもかかわ

らず、多くの方々が参加していました。愛媛弁護士会や愛媛学者の会や文化

人の会や憲法９条を守る愛媛県民の会などの共催でした。 

 梅木市議も参加しました。 

 

市田参議院議員をむかえて 集いが開かれました 

 ２３日、午前１０時から宇和の歴史文化博物館で行われました。国会の内

容のことや、憲法解釈が憲法違反であることをお話しされました。「日本共

産党と生き甲斐のもてる人生を」と呼びかけられました。 

 

伊方発電所３号機にかかる 

住民説明会が開かれました 

 8 月 20 日、伊方発電所３号機にかかる住民説明会が開かれました。対象

は、大洲・内子・伊予等の議員はじめ、市民の代表（どのような基準でご案

内したのかわかりません）でした。 

＜説明内容＞ 

①①①①「「「「エネルギーエネルギーエネルギーエネルギー政策政策政策政策におけるにおけるにおけるにおける原子力発電原子力発電原子力発電原子力発電についてについてについてについて」」」」    

経済産業省経済産業省経済産業省経済産業省エネルギーエネルギーエネルギーエネルギー庁庁庁庁    

 エネルギー庁からは、電気を安定供給し、低コストなのは原発であり、世

界最高基準の審査に適合したので安全といいます。 

しかしながら福井地裁は、基準が緩すぎ、これに適合しても原発の安全性

は確保されないと運転を認めない仮処分決定をしています。また、コストで

は、電源構成比率が２０～２２％が前提ですが、４３基全部動かし、４０年

稼動しても１５％です。総発電量が減れば製作経費が上昇します。よって、

根拠がありません。 

 


